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1.  研究の背景と目的
　 自閉症児は、時間の見通し立てをする事が困難
で、行動の切り替えを円滑に行うことが出来ない特
性を持つ場合が多い 。行動の切り替え時までの時
間を、文字情報だけではなく図や形状等で表し可視
化することは、時間の見通し立ての支援に有効であ
ることが知られている  。時間を可視化したプロダ
クトとして視覚支援タイマが存在するが、時計との
関連性が低く日常生活での使用に不十分な点がある
と考え、時計の表示形式を使用した新たな視覚支援
タイマを制作した(以下、制作タイマ)。本研究は、
この制作タイマの実用性と時間の見通し立ての支援
に対する有効性を検証することを目的とする。
2.  実験計画
2.1 実験概要　 実験1、実験2を行い、それぞれ数
値測定と主観評価による調査を行った。本研究を時
間管理に関する基礎的な研究と位置づけ、健常者
(大学生16名)を被験者とした。インターフェイスは
Processingを用いて制作し、iPadによって被験者に
操作させた。操作方法は、指一本でのタッチ操作で
統一した。全ての実験で、被験者は事前に十分な練
習を行った。実験装置の配置を図1に示す。
2.2 実験の流れ　 [実験1]制作タイマと、既存の視
覚支援タイマのインターフェイスを用いたタイマ(以
下、既存タイマ)の、タイマの設定に関する比較を
行った。iPad画面上にはタイマのインターフェイス
とタイマの終了時を指示する時間(以下、指示時間)
を、スクリーン上にはタイマの設定を開始する仮想
の現在時刻(以下、開始時刻)を表示させた(図2,3)。
両者のタイマの設定方法を図4に示す。条件1、2の
2種類(表1)の条件下で、それぞれ指示時間が表示さ
れてから設定完了までにかかる時間を計測した。タ
イマの設定は連続11回行い、表示される指示時間
は設定完了の度変わるようにした。
[実験2]制作タイマに使用した円型の他、既存する
タイマの調査から選定した直線型、点型、数字型の
計4種類を制限時間の表示型とした際(表2)の、時間
の見通し立てに関する比較を行った。iPad画面上に
制限時間と、タップすると輪郭線だけ残して消すこ
とができる64個の玉を表示させた(図5)。被験者に
は図6に示したタスクを行わせ、タップする時間間
隔を計測した。制限時間は28～57(s)から無作為に
抽出し、タスクの度に変更した。
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表 2　制限時間の表示型

直線型

点型

数字型

一定のペースで右から左へと減っていく

一定の間隔でひとつずつ右から左へと減っていく

１秒ごとに数字が１ずつ減っていく

円型 一定のペースで時計回りに減っていく
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図 3　開始時刻

図 5　実験 2  iPad 画面
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図 6　実験 2タスクの流れ

1. 一定のペースで
玉を 1個ずつタッ
プし、消去する

2. 残り時間が 0に
なると同時に玉数
を 0個にする

図４　タイマとその設定方法

1. 起点をタップ

2. 時計回りにドラッグ

3. 設定位置で指を離す
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図１　実験装置配置図
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条件１

指示時間がアナログ時計
による時刻表示

条件２

指示時間が数字による
残り時間表示

指示時間を時計で示し、
何時何分にタイマを終了させるか
を指示する

指示時間を数字で示し、
何分後にタイマを終了させるか
を指示する

表 1　タイマを設定する際の条件
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3.  結果・考察
3.1 数値測定　 [実験1]指示時間が表示されてから
設定完了までにかかった時間の平均を表3に示す。
条件1では制作タイマが、条件2では既存タイマが設
定完了までにかかる時間が短く、有意差も認められ
た。条件1においては、制作タイマは設定位置が指
示時間の長針の位置と同じであり容易に設定できる
のに対し、既存タイマは開始時刻と指示時刻の差を
算出する必要がある為、設定完了までに時間を要し
た。条件2においては、既存タイマは設定位置の目
盛りと指示時間の数値が一致しており容易に設定可
能であるのに対し、制作タイマは開始時刻に指示時
間で与えられた分数を加える必要がある為、設定完
了までに時間を要した。この結果から、計算を要す
る群と計算を要さない群に類別し、群ごとに平均時
間を比較すると(図7)、どちらの場合も制作タイマ
の方が設定完了までにかかる時間は短く、有意差も
認められた。計算を要する場合においては、差より
和の算出の方が容易であるからだと考えられる。
[実験2]計測して得られた数値から、被験者のタッ
プするペースを分析し、時間の見通し立てが出来て
いるかどうかを検証した。タスクにおけるタップす
る理想の時間間隔{制限時間/64(玉数)}と被験者の
タップする時間間隔との差を累積することにより、
理想のペースとのずれの時間推移を算出した(図
8)。全玉数に対する残りの玉数の割合と、制限時間
に対する残り時間の割合が一致した場合、タップの
間隔が理想的なペースであると言える。多くの被験
者が、制限時間の2等分を繰り返すことにより得ら
れる8等分以下の分節点を目安としてタスクを行っ
ていた為、 制限時間を8等分した各分節点で残り時
間の割合と残りの玉数の割合が一致しているかを調
べ、一致している被験者の人数を算出した(表4)。
各分節点における割合の完全な一致は非常に困難で
ある為、一致する被験者を算出する際、玉数1個以
内のずれは一致とみなした。一致した合計人数は、
残り時間が0の時以外の全ての分節点で、円型が最
も多いことが分かった。各分節点における残り時間
の形状を表示型別に比較すると(表5)、円型は45度
や90度と視覚的に認識しやすい角度をもつ形状で
ある為、他の表示型よりも多くの分節点で正確な目
安をもち、計画的にタスクをこなすことが出来たと
考えられる。以上より、今回扱った4種類の表示型
の中で時間の見通し立てに最も有効な形状は、円型
であると言えるだろう。
3.2 主観評価　 [実験1]主観評価の結果を表6に示
す。計算の有無に関わらず、制作タイマの方が操作
のストレスが小さかったことから、自閉症児が自身
でタイマを設定できる事が期待される。達成感の大

きさは、計算を要さない時では既存タイマの方が高
評価であった。これは制作タイマの設定方法は馴染
みがなかったことが原因であると考えられる。
[実験2]主観評価の結果を表7,8に示す。焦りや不安
等を感じた程度の小ささ、達成感の大きさは共に円
型が最も高評価であった(表7)。また、操作のしや
すい表示型を順位付けさせた結果の平均(表8)から
も、円型が最も評価された。
4.  結論
　 本研究において、制作タイマのインターフェイス
は、既存のタイマと比較して設定操作が容易である
こと、時間の見通し立ての支援に有効な残り時間の
可視化方法であることが分かった。よって制作タイ
マは、自閉症児に対しても時間の見通し立ての支援
となり、困難であった行動の切り替えの手助けとな
ることが期待される。今後、本研究の結果を踏まえ
た上で自閉症児を対象とした実験が必要である。
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